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5万分の1地質図幅の新刊

茶内原野
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5万分の1地質図幅地域地質研究報告
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茶内原野図幅地域は北海道東部根釧原野のほぼ中央

に位置する.地形的には海抜60～100mの平坦面をな

す丘陵地が面積の大半を占め自衛隊矢田別演習場パ

イロットフォｰレスト及び酪農用草地として利用されて

いる.

本地域の地質は下位から釧路層離別寒辺牛川層屈斜

路軽石流堆積物申西別層河岸段丘堆積物湿原堆積

物及び氾濫原堆積物である･このほか本地域には降

下火砕堆積物が厚く堆積しており下位から茶内火山灰

層新期火山灰層に区分される･

別寒辺牛川層は本地域の南西部で厚く分布する第四紀

前～中期初頭の地層で主に軽石質砂礫からなる.

貝化石花粉化石及び珪藻化石を産し東北東一西南

西の軸を持つ緩い向斜構造を呈する.屈斜路軽石流堆

積物は火山灰及び軽石からなる火砕流堆積物で本地域

の北西部に分布し含まれる炭化木片の14C年代は>40,

000y.B.P.である.中西別層は本地域の北西部に分布

する更新世後期の地層で主に砂礫及びシルトからなり

花粉化石及び珪藻化石を産する.河岸段丘堆積物は現

河床面との比高カミ15mと8～10mの2段の面をなす.

茶内火山灰層は更新世後期末に降灰した降下火砕堆積

物である.そのなかの特徴的狂幾つかの火山灰層は本

地域外にも広く追跡することができ噴出源は北西方向

に求められる･新期火山灰層は完新世における降下火

砕堆積物で主に摩周系統の火山灰層である･

本図幅では以上の地質の研究成果のほか図幅地域周

辺の地層との対比も行っている.一つはこれまで釧路

層灘の一部に対比されてきた風蓮湖層カ洞層群の上位に

位置する異なる地層である事化の一つは貝化石花粉

化石及び珪藻化石の資料から鮮新一更新世の地層カミ茶

内原野周辺に存在する事を明らかにしている.

茶内原野図幅は根釧原野における最後の5万分の1地

質図幅であり既に出版されている周辺の地質図幅と比

べて貝化石花粉化石珪藻化石及び古地磁気など詳細

でかつ豊富狂基礎デｰタｰが盛り込まれている･また

これまで断片的記載にとどまっていた先摩周系統の火山

灰層(茶内火山灰層)についても広域的な対比がだされて

いる.

根釧原野における今後の調査研究に本図幅は十分役立

つものと思われる.
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